
（様式第４号） 上田市交流文化芸術センター運営協議会 会議概要 

１ 審 議 会 名 上田市交流文化芸術センター運営協議会  

２ 日   時 令和 6 年 12 月 12 日 午後 1 時 30 分から午後 3 時 45 分まで  

３ 会   場 サントミューゼ 子どもアトリエ、第一会議室  

４ 出 席 者 荒井洋文委員、今井拓也委員、岩木功委員、田中美恵子委員、中村彰委員、 

馬場雄一郎委員、平田利江子委員（五十音順）、 

（助言者：吉本光宏（一財）長野県文化振興事業団理事長） 

 

５ 市側出席者 土屋市長、小林文化スポーツ観光部長、西田館長、荻原総合プロデューサー、 

緑川副館長、佐藤副館長補佐、小泉舞台技術係長、田澤事業係長、馬場総務係長 

（合同会議）山嵜美術館長、岡田学芸展示係長、信藤教育普及係長 

 

６ 公開・非公開 公 開 ・ 一部公開 ・ 非公開  

７ 傍 聴 者  0 人  記者 1 人  

８ 会議概要作成年月日 令和 6 年 12 月 12 日  

協  議  事  項  等 
 

交流文化芸術センター運営協議会・美術館協議会合同会議 

 

１ 開会（小林文化スポーツ観光部長） 

美術館協議会の委員１名が所要により欠席との報告あり 

２ 委嘱式 

  市長から人事通知書を交付（交流文化芸術センター運営協議会・美術館協議会） 

３ あいさつ（市長） 

４ 会長・副会長・職務代理者の互選 

  設置条例に基づき、会長、副会長、職務代理者を委員互選により選出 

交流文化芸術センター運営協議会会長に平田利江子委員、副会長に荒井洋文委員を選出 

美術館協議会会長に小林幸雄委員、職務代理者に米津福祐委員を選出 

５ 委員自己紹介 

６ 事務局自己紹介 

７ 議事 

  各協議会及び合同会議の設置目的等について説明（小林文化スポーツ観光部長） 

（1）（2）令和６年度事業計画について、資料に沿い概要を説明（事務局） 

（3）第三次上田市総合計画策定に向けた分野別意見聴取について資料に沿い説明（事務局） 

8 その他 

「第 49 回 全国大学版画展」の観覧について（事務局） 

新国立劇場バレエ団「くるみ割り人形」の観覧について（事務局） 

９ 閉会（小林文化スポーツ観光部長） 

 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

第 1 回 交流文化芸術センター運営協議会 

 

１ 開会（緑川副館長） 

２ 会議事項（進行：平田会長） 



（1）令和５年度事業報告について 

【説明】（事務局）資料に沿い事業実績について概要を説明 

 【質疑】 

（委員）収支について、使用料金の改定など実施し収入増の努力していただいているが、公共ホールでの

「赤字」には、「この程度までは妥当」という水準はあるか。 

（事務局）当初見込みの赤字額に対し、今後は修繕費の増加も見込まれる。妥当な赤字額はないが、財源

の確保は必要。 

（委員）これだけの素晴らしい施設を、素晴らしい状態で維持するには相当な費用がかかる。利用者の負

担を増やすことも検討されても良いのではないか。 

（事務局）事業の内容、費用等を市でバランスよく実施することが必要。市民の理解が得られる形でやっ

ていかなければならない。 

（2）令和６年度事業中間報告及び７年度事業計画について 

【説明】（事務局）資料に沿い令和 6 年度事業の中間報告及び令和 7 年度事業計画について説明 

 【質疑】 

（委員）事業ラインナップとして、クラシック事業が多いと感じる。シビックプライドを醸成していく取

り組みの中で、生まれ育った地域の伝統的な文化や、古典・伝統芸能などに子どもが触れる機会の提供

があっても良いのではなか。 

（事務局）令和 6 年度は、松竹歌舞伎・能の実施のみで、確かに少ない状況ではある。実施している事業

の中では、上田地域に着目し、上田オリジナルな作品作りなどを大切にしている部分もある。さらに地

域とのつながりを持った事業展開など、限られた事業数の中でどのように取り組んでいくかが課題とい

える。 

（委員）中学校の演劇部は上田に 1 校しかない。小学生から演劇に触れる機会もほとんどなく、小学生が

芸術に触れる機会がある美術館事業との連携など、何か触れることができる機会があれば良いと思う。 

（事務局）鑑賞事業が中心であり、演劇体験型事業は少ない状況。例えば学校へのプログラムなど、何ら

かの手法により、今後の事業で機会が作れないか検討していきたい。 

（3）第３期運営管理計画の策定について 

【説明】（事務局）資料に沿い、これからの交流文化芸術センター運営管理計画策定の流れについて、今

年度実施している「事業・運営検証のための調査」の進捗や中間報告などを交えて説明 

【協議】 

（委員）専門的な人材が、長い期間事業に携わること、専門人材の確保が必要である 

（委員）芸術家ふれあい事業などの SNS での発信や過去の事業もアーカイブされており大変ありがたい 

３ その他 

（事務局）次回の協議会開催日程等について確認 

館長、文化スポーツ観光部長あいさつ 

 

４ 閉会（副館長） 

〔事業見学〕 第 49 回 全国大学版画展 （15：40～） 

 

 

 


